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金属 リングによる陰茎絞扼症の1例
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   An 81-year-old male patient visited our hospital on November 13, 1992 for the treatment of 

penile edema that had been caused by a metallic ring whicn he placed for fun 4 days prior to 
the visit. He had placed the metallic ring on the base of the penis and subsequent penile edema 
made it impossible to remove the ring. He had no problem with urination. The ring was success-
fully removed with a metal-cutting tool. But 3 days later, infected penile ulceration occurred at 
the base of the penis and the necrotic tissue was resected. It took 25 days for the wound to heal. 
It is stressed that penile stragulation is a serious injury and prompt removal is necessary. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 39: 1179-1181, 1993) 
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緒 言

陰茎絞掘症は比較的稀な疾患であるが,今 回われわ

れは,金 属 リングによる陰茎絞拒症の1例 を経験した

ので報告する.

症 例

患者=81歳,男 性

主訴=陰 茎の腫脹,疹 痛

既往歴=72歳 脳梗塞

家族歴=特 記すべきことなし

現病歴=1992年11月9日 に悪戯にて杖についている

金属リングを陰茎にはめたところ陰茎の腫脹をきたし

抜去困難とな り疹痛も生じたため同年11月13日 当科受

診した.

来院時現症=胸 部,腹 部には異常を認めなかった.

陰茎は リングにより根部で絞掘されてお り,絞 掘部よ

り末梢部 の陰茎皮膚は,著 明な浮腫をきたしていた

(Fig.1).前 立腺は,小 鶏卵大で弾性硬で圧痛を認め

ず,精 巣,精 巣上体にも異常を認めなかった.

来院時検査所見;一 般検血 生化学では,WBCが

10,810/mm3,ま たcRPが4.2mg/dlと 軽度高値を

示 した以外とくに異常は認めなかった.

治療経過;用 手的 に リソグの除去 は不可能であっ

たため,陰 茎皮膚を局所麻酔し綱製切断用具のニッパ

ーにて金属 リングを切断除去 した,金 属 リングは,直

径が3cmで 幅が8mmで あ った(Fig.2).陰 茎 の

腫脹 が著明なためそのまま入院 した.翌 日陰茎の腫

脹は改善 したが,3日 目よ り絞拓部にびらんが生 じ

(Fig.3),5日 目に壊死を伴 った潰瘍部の切除および

縫合を行った.縫 合後7日 目に創が離開しその創の膿

よりMRSAが 検出 されたため ミノマイシンの点滴

とイソジン消毒を行った.排 尿障害はなく,逆 行性尿

道造影では前立腺部尿道の圧排を認めたが,絞 拒物に

よる前部尿道の狭窄は認めなかった.創 が治癒するの

に25日 間を要 した.

考 察

陰茎絞据症は,陰 茎を異物により圧迫し絞掘部より

末梢は循環障害により浮腫,腫 脹をきたし,高度な場合

には壊死や尿道痩が,生 じる比較的稀な疾患である1).

本邦 では,1988年 に横尾らが60例 の集計を行ってお

り2),1992年 には岡田らが72例 の集計を行っている3)。

今回われわれは,本 邦報告74例 について臨床的検討を
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Fig.1.
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試みた,

年齢は,5歳 か ら83歳におよんでおり,10歳 台から

20歳 台の青年層に最 も多かった.

絞掘物は硬性絞掘物 と軟性絞掘物に分けられるが,

硬性絞拒物は42例 であり,そ のうちわけは金属輪が25

例 と最も多 くついで指輪が4例,綱 鉄管が4例 などで

あった.一 方軟性絞掘物は28例 で,そ のうちわけは輪

ゴムが17例 と最も多 く,つ いで糸が6例,毛 髪が2例

などであった,ま た絞苑物の不明なものは4例 であっ

た.

絞拒の動機では,悪 戯が32例,つ いで精力増強 目的

が10例,包 茎や夜尿症などの治療目的が9例,自 尉行

為が6例 などであった.動 機は,年 齢層により特徴が

あ り,小 児期 では夜尿防止,青 壮年期では悪戯や自

慰,勃 起の持続,老 年期では悪戯,勃 起の増強を 目的

とすることが多かった.

治療は,絞 苑物を除去することであるが硬性絞拒物

の場合,切 除が困難なことが多い.一 般に硬性絞苑物

の除去は全身麻酔下で金属切除器員が有効とされてい

る4》.本 邦においては,切 除手段は歯科用器具が17例

と最も多く,つ いで電気グライソダーが5例,鍵 が4

例,用 手除去が3例 などとなっていた.自 験例では,

綱製切断用具であるニッパーを使用 し除去したが,困

難な場合には歯科用エアータービソが最も有効と思わ

れた.

陰茎絞拒症による合併症は,74例 中23例 に認めてお

り,軟 性絞苑物では,28例 中16例(57.1%)に 認め,

そ のうちわけは尿道痕が9例 と最も多 く,つ いで陰茎

壊死が4例,亀 頭壊死が2例,包 皮壊死が1例 であっ

た.一 方硬性絞苑物では,42例 中7例(16.7%)に 認

めてお り,そ のうちわけは包皮壊死が4例 で,つ いで

尿道痩が2例,陰 茎壊死が1例 であった.軟 性絞苑物

に合併症が多い理由としては,軟 性絞拒物は硬性絞拒

物に比べ陰茎組織内に容易に埋没し絞拒物の発見を困

難にすることや絞拓面積が狭く強い圧力が長時間加わ

りやすいためと考えられる.そ のため外見上絞拒物が

わからなくても絞苑症が疑われる場合には,慎 重に絞

拒部の皮膚を切開し絞拒物をさがすべきであるとされ

る5).合 併症 として尿道痩が多い理由としては,尿 道

は陰茎腹側に近 く,尿 道海綿体は薄いのに対し,陰 茎

海綿体は中心に動脈を有し厚い白膜で被われているた

めと考えられる6).ま た重篤な合併症として亀頭壊死

や陰茎壊死があるが,血 流状態が悪い場合には解除後

ドップラー検査や血流シンチグラムが必要 となる7),

自験例の場合,金 属 リングの径が3cmと 小 さかった

ものの血流が保たれていたため陰茎壊死をきたさず皮

膚の潰瘍形成のみ生じたと考えられた.

当然のことながら陰茎絞苑症では,絞 拒物の早期除

去が最も重要である.

結 語

金属 リソグによる陰茎絞拒症の1例 を経験し,若 干

の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は,第359回 日本泌尿器科学会北陸地方会に

おいて報告した.
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